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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

●
美
郷
町
と
大
仙
市
と
の
間
に
お
け
る
県

営
ほ
場
整
備
事
業（
堀
板
地
区
）に
関
す

る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
に
係
る

協
議
に
つ
い
て

　
県
営
ほ
場
整
備
事
業
堀
坂
地
区
に
、
本

堂
西
部
地
区
の
水
田
を
編
入
し
事
業
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
大
仙
市
と
事
務
委

託
に
関
す
る
規
約
を
定
め
ま
す
。

●
美
郷
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

●
美
郷
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急

対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
、
町
民
の

保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

●
美
郷
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
議
員
及
び
町
長
、
助
役
、
収
入
役
等
の

報
酬
等
の
額
に
つ
い
て
諮
問
・
審
議
す
る

た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
付

属
機
関
を
設
置
す
る
た
め
の
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
赤
城
・
扇
田
線
道
路
改
良
舗
装
工
事

　
指
名
業
者
九
社
に
よ
る
競
争
入
札
の
結

果
、
鶴
谷
・
福
田
経
常
建
設
共
同
企
業
体

（
美
郷
町
飯
詰
）と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
財
産
の
譲
与
に
つ
い
て

　
仙
南
種
苗
セ
ン
タ
ー
を
平
成
十
八
年
三

月
三
十
一
日
付
け
で
秋
田
ふ
る
さ
と
農
業

協
同
組
合
に
譲
与
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
種
苗
セ
ン
タ
ー
は
、
野
菜
等
園
芸

作
物
の
生
産
拡
大
と
育
成
を
目
的
と
し
て

旧
仙
南
村
で
設
置
し
ま
し
た
が
、
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
機
敏
な
作
物
転
換

を
図
る
に
は
、
適
切
な
指
導
管
理
の
も
と

で
優
良
種
苗
の
供
給
を
図
る
こ
と
が
有
利

と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
今
回
の
譲
渡
と

な
り
ま
し
た
。

●
仙
南
村
種
苗
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
廃

止
に
つ
い
て

　
種
苗
セ
ン
タ
ー
の
譲
与
に
伴
い
設
置
条

例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
公
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
指
定
管
理

者
及
び
そ
の
指
定
期
間
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
第
二
四
四
条
の
二
第
六
項
の
規
定

に
基
づ
き
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
指
定
さ
れ
た
施
設
及
び
指
定
期

間
に
つ
い
て
は
九
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で

す
。

●
指
定
管
理
者
が
管
理
す
る
公
の
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
が
管
理
す
る
公
の
施
設
十

農
政
関
係
に
つ
い
て

　
平
成
十
七
年
度
の
生
産
調
整
目
標
面
積

は
一
五
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
そ
の
実
施
面
積
が

一
五
八
五
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
達

成
率
は
一
〇
〇
・
三
三
％
と
な
り
ま
し

た
。

　
担
い
手
の
団
地
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

四
十
六
集
団
六
一
六
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
内
訳
と
し

て
大
豆
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
様
の
三
二
三
・

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
飼
料
作
物
は
二
七
〇
・

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
ば
二
二
・
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
十
二
月
一
日
現
在
の
米
の
出
荷
状
況
に

つ
い
て
は
、
町
全
体
で
昨
年
よ
り
六
〇
kg

換
算
で
約
三
万
六
千
俵
多
い
三
十
四
万
一

千
二
百
十
三
俵
が
出
荷
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
等
米
比
率
は
昨
年
よ
り
〇
・
四
％
低
い

九
四
・
四
％
で
し
た
。

国
体
関
係
に
つ
い
て

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
に
全
国
か
ら
訪
れ
る

選
手
等
の
方
々
の
歓
迎
に
向
け
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
町
民
各
位
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
、
行
政
区
を
活

動
拠
点
と
し
た「
国
体
協
力
会
」を
設
立
す

べ
く
、
各
地
区
で
説
明
会
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

学
校
施
設
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
、
災
害
時
に

お
け
る
避
難
場
所
確
保
の
た
め
、
学
校
施

設
耐
震
整
備
事
業
を
年
次
計
画
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
事
業
の
六
郷
東

根
小
学
校
、
千
屋
小
学
校
、
千
畑
南
小
学

校
、
千
畑
中
学
校
の
耐
震
診
断
が
完
了
い

た
し
ま
し
た
。

　
診
断
の
結
果
、
六
郷
東
根
小
学
校
校

舎
、
千
屋
小
学
校
体
育
館
及
び
千
畑
中
学

校
校
舎
・
体
育
館
が
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
お
ら
ず
、
耐
震
補
強
工
事
が
必
要
と
の

こ
と
で
し
た
。
町
と
し
て
は
で
き
る
限
り

早
期
に
耐
震
補
強
工
事
に
着
手
す
る
よ

う
、
国
庫
補
助
事
業
の
採
択
に
向
け
準
備

検
討
を
進
め
て
お
り
、
学
校
施
設
の
適
切

な
耐
震
性
確
保
に
引
き
続
き
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
使
用
を
休
止
し
て
お

り
ま
し
た
六
郷
中
学
校
体
育
館
へ
の
対
応

で
す
が
、
築
後
既
に
五
十
四
年
を
経
過

し
、
補
強
に
よ
り
耐
震
性
能
向
上
を
図
る

こ
と
は
不
可
能
と
判
断
し
、
来
年
度
解
体

の
方
向
で
予
算
措
置
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議会定例会
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●
美
郷
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
十
七
年
八
月
十
五
日
の
人
事
院
の

給
与
に
関
す
る
勧
告
に
か
ん
が
み
、
町
職

員
の
給
料
月
額
な
ら
び
に
扶
養
手
当
、
勤

勉
手
当
の
額
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ

り
、
十
二
月
期
の
期
末
手
当
で
減
額
調
整

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈改正の内容〉
・給料月額の平均改定率

→0.36％の引き下げ
・配偶者にかかる扶養手当の支給月額　

→500円の引き下げ
・12月に支給する勤勉手当の支給割合

・平成18年４月以降の勤勉手当の支給割合

職員の区分 改正前 改正後
一般の職員 0.70月 0.75月
再任用の職員 0.35月 0.40月

職員の区分 改正前 改正後
一般の職員 0.75月 0.725月

一
般
職
の
職
員
の
給
与
を

平
均
〇
・
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ

　
第
十
回
町
議
会
臨
時
会

　
平
成
十
七
年
第
十
回
町
議
会
臨
時
会
が

十
一
月
二
十
八
日
、
役
場
千
畑
庁
舎
の
議

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
臨
時
会
で
は
、
美
郷
町
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
ほ

か
、
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
五
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正

予
算
第
七
号
に
つ
い
て

●
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
第
四
号
に
つ
い
て

●
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
第
三
号
に
つ
い
て

●
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
二
号
に
つ

い
て

二
カ
所
に
つ
い
て
、
業
務
の
範
囲
及
び
管

理
の
基
準
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

●
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正

予
算
第
八
号
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
九
千
七
百
十

五
万
五
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算

総
額
を
百
二
十
八
億
五
千
五
百
三
十
五
万

円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
及
び
老
人
保
健
特
別
会
計
に
対
す
る
繰

出
金（
一
億
一
千
五
十
九
万
八
千
円
）、
農

業
夢
プ
ラ
ン
応
援
事
業
補
助
金（
五
百
六
十

万
六
千
円
）、
美
郷
こ
だ
わ
り
米
確
立
支
援

事
業（
百
三
十
八
万
円
）の
増
額
な
ど
で

す
。

●
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
第
三
号
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
千
五
百
二
十
万

五
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
二
十
三
億
七
千
六
百
六
十
三
万
八
千
円

と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
第
二
号
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
六
千
二
百
十

一
万
二
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算

総
額
を
二
十
七
億
四
千
九
百
五
十
七
万
七

千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
第
五
号
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
百
八
十
四
万
二

千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

九
億
二
千
四
百
七
十
四
万
円
と
し
ま
し

た
。

●
平
成
十
七
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
第
四
号
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
九
十
万
六
千

円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
三

億
三
千
四
十
三
万
二
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
で
任
期
満

了
と
な
る
人
権
擁
護
委
員
に
、
藤
井
康
子

さ
ん（
琴
平
）を
引
き
続
き
推
薦
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
美
郷
町
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
十
七
年
十
二
月
十
七
日
で
任
期
満

了
と
な
る
教
育
委
員
に
、
現
教
育
委
員
長

の
清
水
猛
さ
ん（
荒
町
）を
再
任
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議会定例会

清水　猛さん


